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Abstract 
Ishii, Numazaki, & Tado’oka (2019) showed that pink clothing led to feminine self-perception. The present study 
investigated the effects of pink clothing in a group situation on gender-related self-perception. We experimented with pre- 
and post-planning. For the purpose of measuring baseline scores, in the pre-experiment, Japanese male and female 
participants (pre: n=39) did not receive the manipulation, and completed a gender stereotype paper-pencil version IAT, a 
gender-related self-rating scale. In the post-experiment, participants (post: n=41) wore either a pink or navy arm sleeve 
then completed the same tasks which they did in the pre-experiment. Results showed that male participants in the pink 
condition implicitly associated self-concepts with feminine traits than those in the navy condition. The results contribute 
to extending the applicability of the findings on the effect of pink clothing on self-perception. 
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ちゃはピンク色であることが多い（Auster & Mansbach, 2012）。とくに女性の衣服や化粧など，身に
つけるものにピンクの色合いはよく使われている。アメリカでの調査では，ショッピングモールにい
る乳児のうち，男児の 79％が青い色の服，女児の 75%がピンク色の服を着ていたと報告がある（Shakin, 













すことが考えられる。Ishii, Numazaki, & Tado’oka (2019)は，我々の生活において身近な着衣行動に注
目し，ピンクや青に彩色された衣服の着用による認知への影響を実証的に検討している。着衣認知理























きる自己の外面（容姿や振る舞い方など）に向けられる意識を指す概念であるが（Wicklund & Hormuth, 






















衣服の効果は生じやすいと議論されているが（Ishii et al., 2019），女性における効果を示す研究もあり








的自己認知を測定した。潜在的自己認知の測定には従来は PC を用いた IAT が用いられるが（Greenwald 














2. 方 法 
2.1. 実験参加者 
東京都内の通信制大学にて，スクーリングの心理学関連科目を受講した学生が研究に参加した。3 日
間の研究スケジュールにおいて，初日のバッテリー・テストは 37 名，2 日目の事前実験には 39 名，3
日目の事後実験には 41 名が参加した。3 日すべての日程に参加したのは 36 名であり，内訳は男性 16

























次に 100 マス計算課題，紙筆版 IAT，質問紙課題を順に行ってもらった。課題の都度，封筒から該
当する質問紙を取り出してもらった。 
100 マス計算課題 瞬間的な判断を調べる課題であることのもっともらしさを強調するために，フ
ィラー課題として 100 マス計算課題を 2 分間行った。 




た。各分類課題についての制限時間は 20 秒であった。 
ページ中央に提示した単語は Ishii et al. (2019)と同様のものを用い，自己関連語「私は・私の・私と・
自分は・自分の・自分と」の 5 語，他者関連語「他人は・他人の・他人と・他者・他者は・他者の」
の 5 語，勢力志向語「勇敢な・指導力のある・自信のある・決断力のある・有能な・意志の強い」の
5 語，対人志向語「献身的な・温かい・面倒見の良い・優しい・親しみやすい・世話好き」の 5 語とい
う，4 カテゴリからそれぞれ 5 語の計 20 語を用いた。 






ており，分類課題に 10 秒間取り組んでもらった。③と④の本番ブロックでは，20 語を 1 単位として
3 回繰り返すという考え方で設定した。ただし，用紙の大きさの関係から，3 ブロック目は 16 語に制





う求めた。特性評定の項目は，沼崎・高林・天野 (2006)を参考に，温かさ関連語 8 項目（親しみにく
い（R），冷たい（R），親しみやすい，人付き合いの良い，温かい，不親切な（R），人付き合いの悪い
（R），協調的な），有能さ関連語 3 項目（知的な，無能な（R），優秀な），ジェンダーらしさ語 2 項目






















Figure 1. Arm sleeves used in the experiment (left: pink, right: navy).  
 



















 紙筆版 IAT においては，本番ブロック間の正答数の差異により，より正答数の多かったブロックに
関連した認知的連合が強く持たれると評価する。本研究では，④自己対人本番ブロックから③自己勢
力本番ブロックの正答数を減算した値を IAT 得点とした。この IAT 得点が高いほど，自己と対人志向
（伝統的な女性ステレオタイプ特性）が自己と勢力志向（伝統的な男性ステレオタイプ特性）よりも
認知的な結びつきが強いことを示す。この IAT 得点を事前実験と事後実験それぞれについて算出した。 
事前と事後の IAT 得点を従属変数とし，2（測定時：事前 vs.事後：参加者内）×2（色：紺 vs.ピン
ク：参加者間）×2（性別：男性 vs.女性：参加者間）の混合要因の分散分析を行った。すると，性別
の主効果（F (1, 32)=5.37, p＝.027, 𝜂𝜂𝑝𝑝2 = .144），測定時×色の交互作用（F (1, 32)=8.88, p＝.005, 𝜂𝜂𝑝𝑝2 =
.217），測定時×色×性別の交互作用が有意となった（F (1, 32)=4.78, p＝.036, 𝜂𝜂𝑝𝑝2 = .130）。測定時の主




と自己を結び付けていることを示すものであり，今回用いた IAT の妥当性を示すものであるといえる。 
次に，測定時×色の交互作用を詳細に検討するために，測定時，色の各条件ごとに Bonferroni の比
較によって下位検定を行った。紺色条件においては事前（M=1.54）と事後（M=0.62）に差はみられな
かったが（F (1, 32)=0.46, p＝.503, 𝜂𝜂𝑝𝑝2 = .014），ピンク条件においては事前（M=-0.49）よりも事後（M=4.21）
のほうが IAT 得点が有意に高かった（F (1, 32)=12.98, p＝.001, 𝜂𝜂𝑝𝑝2 = .289）。なお測定時ごとに色条件
の効果を見たところ，事前実験においては紺色条件とピンク条件の間に差は見られなかったが（F (1, 
32)=1.83, p＝.185, 𝜂𝜂𝑝𝑝2 = .054），事後実験においては有意ではないものの，紺色条件よりもピンク条件
において得点が高いことを示唆する傾向がみられた（F (1, 32)=3.88, p＝.058, 𝜂𝜂𝑝𝑝2 = .108）。 
さらにこの傾向は，測定時×色×性別の交互作用が有意であることによって調整された。そこで，
Figure 2 には測定時×色×性別の推計値をプロットし，性別ごとに測定時×色の単純交互作用を検定
した。すると，男性においては測定時×色の単純交互作用が有意であったが（F (1, 32)=12.07, p＝.001, 




事前（M=-0.25）と事後（M=-1.88）の差は見られなかったが（F (1, 32)=0.67, p＝.419, 𝜂𝜂𝑝𝑝2 = .087），男
性－ピンク色条件においては事前（M=-3.25）よりも事後（M=4.88）のほうが IAT 得点が有意に高かっ
た（F (1, 32)=16.76, p<.001, 𝜂𝜂𝑝𝑝2 = .705）。また，男性の測定時点ごとに色条件の効果を見たところ，事
前実験においては紺色条件とピンク条件の間に差は見られなかったが（F (1, 32)=1.46, p＝.231, 𝜂𝜂𝑝𝑝2 =
.094），事後実験においては紺色条件よりもピンク条件のほうが有意に得点が高かった（F (1, 32)=7.39, 
p＝.008, 𝜂𝜂𝑝𝑝2 = .345）。 
 
 
Figure 2. Implicit stereotyping as a function of time, color and participant’s gender. 
Note. Higher (positive) score indicates stronger association between self and warmth (female stereotypic) traits, lower (negative) score 
indicates stronger association between self and agentic (male stereotypic) traits.  
 
3.3. 顕在的自己認知 








別）の混合要因の分散分析を行った。すると，特性の主効果（F (1, 32)=10.06, p＝.003, 𝜂𝜂𝑝𝑝2 = .239），特
性×性別の交互作用（F (1, 32)=7.64, p＝.009, 𝜂𝜂𝑝𝑝2 = .193），測定時×特性の交互作用が有意となり（F 
(1, 32)=6.43, p＝.016, 𝜂𝜂𝑝𝑝2 = .167），特性×測定時×色の交互作用が有意傾向であった（F (1, 32)=3.02, p
＝.092, 𝜂𝜂𝑝𝑝2 = .086）。そのほかの効果で有意なものはなかった（Fs＜2.3）。 
特性の主効果は，温かさ（M=4.75）のほうが有能さ（M=4.13）よりも評定値が高いことを示すもの
であった。特性×性別の交互作用は，その傾向における性差を示すものであり，男性においては温か
さ（M=4.28）と有能さ（M=4.20）の評定に差は見られないが（F (1, 32)=0.08, p＝.786, 𝜂𝜂𝑝𝑝2 = .005），女




ほうが得点が低い一方で（F (1, 32)=4.64, p=.035, 𝜂𝜂𝑝𝑝2 = .127），有能さにおいては事前（M=4.04）と事後




32)=8.74, p=.006, 𝜂𝜂𝑝𝑝2 = .151）。この効果は，紺色－温かさにおいては事前（M=4.89）よりも事後（M=4.46）
のほうが得点が低い一方で（F (1, 32)=4.64, p=.039, 𝜂𝜂𝑝𝑝2 = .229），紺色－有能さにおいては逆に事前
（M=3.98）よりも事後（M=4.35）のほうが得点が高いことを示唆するものであった（F (1, 32)=3.25, 
p=.076, 𝜂𝜂𝑝𝑝2 = .178）。その一方で，ピンク条件においては，特性×測定時の単純交互作用は見られなか
った（F (1, 32)=0.33, p=.568, 𝜂𝜂𝑝𝑝2 = .006）。 
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